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 １０月７日に吹奏楽部による青空コンサートを行いました。例年，吹奏楽部は吹奏楽祭や各種コンクールに出

場したり，地域の祭りや合同文化祭などで練習の成果を発表したりしていました。しかし，今年度はすべての地

域行事やコンクール等が中止になり，校内でも入学式や文化祭など人前で演奏をする機会が一度もありませ

んでした。そんな中，「せめて校内だけでも発表の場がほしい」という部員たちの声に応えて，青空コンサートが

実現しました。    

 

                                                                 

                                                                 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部長の山崎さんをはじめ１１人の３年生は，この日が引退ステージになりました。オープニング曲は，

今年の夏，全日本吹奏楽コンクールで演奏するはずだった『トイズ・パレード』で，『花は咲く』『ハピ

ネス』『ふるさと』『マツケンサンバⅡ』など７曲の演奏に手話やダンスなどが入り，観客の手拍子で盛

り上がり，あっという間の楽しい３０分間でした。 

 

『第４回倉敷市長杯 G7倉敷こどもサミット宣言記念中学生

英語スピーチコンテスト』が，１０月１７日に，くらしき健康福祉プラザで行われました。倉敷市内 28

校の中学校から代表者が出場しました。郷内中からは，3年生の田中夢唯さんが出場し，人種差別問題を

テーマに，「ポール・マッカートニー＆スティーヴィー・ワンダーの歌詞にもあるように，ピアノの黒鍵

（Ebony）と白鍵（Ivory）が見事に調和してピアノが美しい音を 

奏でるように，私たちも差別のない世界で平和に生きていけるように 

したい。」と流暢な英語で堂々とスピーチをしました。 

【田中夢唯さんの感想】 

 

 

 

 

裏面に続く☞ 

 

 英語スピーチコンテストを通して，さらに英語を話せるようになり

たいと思いました。日本人だけでなく様々な国の方と話せるようにな

ることが私の夢なので，それに向かって，今回の貴重な経験を生か

し，頑張りたいと思いました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２学期の期末考査は，１１月２７日（金）・２８日（土）・３０日（月）の３日

間です。２７日（金）は，給食後に下校，２８日は土曜授業日（３校時まで），３０

日はテストを含めて５校時まで授業，専門委員会があります。午後の部活動はありません。  

１１月になり風が冷たくなってきました。換気もしながら体調管理にもご留意ください。 

 10月 28日に人権講演会を行いました。講師として，大学などで社会心理学や人間関係論，ジェンダ

ー論などの非常勤講師を，また，岡山県男女共同参画推進センター「ウィズセンター」では心理専門相

談に携わっておられる市場恵子先生にお越しいただきました。 

 『「男/女らしく」より「自分らしく」～みんなちがってみんないい～』いう演題で，「男のくせに」

とか「女だから」という性差別をしないことや，世の中に一人しかいない特別な自分を誇りに思い，自

分らしく生きることの大切さを，歌やギターで楽しく教えてくださいました。先生の温かい言葉が心

に響き，ありのままの自分を受け入れる心地よさを感じることができました。 

 

【生徒の感想より】 

〇 今の日本では男性と女性，異性愛が普通ととられているけれど，そのせいで理不尽に差別されたり，自

分らしさを表に出せなかったりして苦しむ人がいるのがわかりました。これに関して「当たり前」などなく，

全ての人がそれぞれの個性を尊重しあえる国になればいいなと思いました。（１年生） 

 

〇 講演を聴くまでは，男は男らしく，女は女らしいのが当たり前だと思っていました。それは，そうした環

境の中で生きているからです。だから，「環境を変えてやりたい」と思いました。これからは，自分らしく

生きていこうと思います。（１年生） 

 

〇 日本は性の多様性に追いついていない国だということがわかりました。これからは，性の多様性をし

っかり理解して，いろいろな人がいることを頭にいれて生活したいと思いました。ホモ，レズ，オカマ，オ

ネエなど差別言葉は絶対に使いたくないと思いました。（２年生） 

 

〇 小学校の頃，「男っぽい，え？女だったん？」と言われて嫌な思いをしたことがあったけど，自分らしく

今の自分を無理して変える必要はないという市場先生の言葉に涙が出そうでした。他の子と自分を比

べる必要はないんだなと思いました。（２年生） 

 

〇 女の子なら女の子の姿や性格というのが普通だと思っていたけど，そうではないということに気づき

ました。「他人のくつをはく」という言葉を忘れずに生活して，周りの人にもこの言葉を知って理解する

人が増えていけばいいなと思いました。（３年生） 

 

〇 男だからといって男らしくしなくてもいいことを学び，心が軽くなりました。性による差別がなくなる

ように気をつけていきたいと思いました。（３年生） 

 

〇 みんなと同じでなかったら，嫌われる，悩むなどと思っている人はたくさんいると思います。私もその

中の一人です。でも，別にみんな同じでなくていい。自分は自分らしくということを教えてもらったの

で，この言葉を忘れずに生活していこうと思いました。（3年生） 

 


